
　
十
月
十
三
日

　
四
時
起
床
。
あ
つ
い
味
噌
汁
と
朝
食
を
と
り
、
予
定
通
り
四
時
五
十
七
分

の
京
王
線
始
発
電
車
に
乗
る
。
満
員
で
は
な
い
が
随
分
沢
山
の
人
が
車
内
に

は
居
る
。
庶
民
は
頑
張
っ
て
い
る
な
。
東
上
線
川
越
駅
に
て
河
野
君
と
待
ち

合
わ
せ
、
軽
井
沢
へ
。
建
築
の
位
置
決
め
と
樹
木
の
伐
採
の
指
示
。
茅
野
よ

り
若
い
木
コ
リ
達
（
今
風
に
言
え
ば
林
業
者
）
が
来
て
作
業
す
る
。
こ
の
人

達
の
顔
付
が
余
り
に
も
我
々
都
市
の
住
民
と
異
な
る
の
に
驚
い
た
。
山
の
樹

木
を
相
手
の
仕
事
は
こ
ん
な
に
も
人
相
を
変
え
て
し
ま
う
の
か
と
思
っ
た
。

「
室
内
」
に
業
界
人
相
図
書
い
て
み
よ
う
か
。
十
五
時
過
ま
で
幸
脇
さ
ん
も

現
場
に
来
て
、
赤
松
の
枝
振
り
を
切
る
指
示
な
ど
さ
れ
て
楽
し
そ
う
で
あ
っ

た
。
樹
を
相
手
だ
と
皆
、
専
門
家
、
非
専
門
家
の
区
別
無
く
物
を
言
う
の
が

面
白
い
。
十
六
時
過
、
近
く
の
生
コ
ン
屋
で
聞
い
て
、
浅
間
産
の
石
屋
を
訪

ね
る
。
幸
運
に
も
、
良
い
石
屋
を
見
つ
け
る
事
が
で
き
た
。
初
め
て
石
積
み

に
挑
戦
す
る
事
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
軽
井
沢
を
過
ぎ
松
井
田
よ
り
高
速

道
に
乗
り
十
八
時
半
頃
川
越
。
ま
だ
河
野
鉄
骨
の
工
場
を
見
た
事
が
無
か
っ

た
の
で
、
帰
り
が
け
に
工
場
に
寄
る
。
社
長
で
あ
る
お
父
さ
ん
、
気
さ
く
な

お
母
さ
ん
に
会
う
。
ビ
ー
ル
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
二
〇
時
頃
失
礼
す
る
。

川
越
、
池
袋
経
由
二
十
三
時
頃
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
十
月
十
四
日

　
七
時
起
床
。
昨
日
、
一
昨
日
と
良
く
体
を
動
か
し
て
疲
れ
た
。
九
時
烏
山

よ
り
喜
多
見
へ
。
高
山
邸
定
例
。
住
宅
の
現
場
は
本
当
に
大
変
だ
。
標
準
化

を
し
た
く
な
る
気
持
ち
は
良
く
解
る
。
十
二
時
迄
。
十
三
時
過
大
学
。
久
し

振
り
に
教
室
会
議
に
出
席
。
色
ん
な
事
が
動
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
全
体
と

し
て
は
良
い
方
向
に
行
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
十
五
時
半
、
来
客
あ
り
。

時
々
、
変
な
人
が
来
る
な
。
用
心
し
な
く
て
は
。
十
七
時
過
東
京
ガ
ス
、
オ

ゾ
ン
６
Ｆ
で
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
協
会
の
島
崎
さ
ん
、
村
井
さ

ん
と
会
う
。
十
八
時
半
、
三
階
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
展
覧
会

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
の
ぞ
き
、
若
宮
オ
ゾ
ン
館
長
に
も
再
会
。
す
ぐ
に
去
る
。

二
〇
時
頃
世
田
谷
村
に
戻
る
。
食
事
を
し
て
す
ぐ
眠
る
。

　
十
月
十
五
日

　
七
時
起
床
。
十
一
時
四
〇
分
室
内
原
稿
修
了
。
自
分
で
も
少
し
考
え
て
い

る
事
が
ゆ
っ
く
り
変
り
始
め
て
い
る
の
を
知
る
。

　
十
四
時
研
究
室
。
十
五
時
三
年
設
計
製
図
。
十
八
時
迄
。
十
九
時
研
究
室

発
つ
。
二
〇
時
過
世
田
谷
村
に
戻
る
。
考
え
て
い
る
事
と
身
体
は
ま
だ
同
調

し
て
い
な
い
。
急
ぐ
事
も
な
い
が
、
し
っ
か
り
身
体
を
整
え
た
い
。
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